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津市長コラム「ＴＶ版市長コラム」では、前葉市長がこのテーマについて語ります
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　　　　　舞台裏

　この4月、初めて津市立の認定こども園が開園
しました。神戸・新町・修成の３つの幼稚園と新
町保育園を一つにした「津みどりの森」、同じ敷
地内の幼稚園と保育所を一体化した「白山」・
「香良洲浜っ子」の３園です。
　教育施設である幼稚園と保育施設である保育園、
その両方の機能と性質を併せ持つこども園では、
これまで幼稚園と保育園に分かれて通っていた子
どもたちが、同じクラスで園生活を送ります。
　今から２年前、津市が子ども・子育て支援新制
度に基づいて新設する認定こども園の整備方針を
発表した直後、ある会合の席で津市立の幼稚園教
諭から「こども園では水筒はどうするのですか」
と問われました。幼稚園児はお弁当と水筒を持参
し、残ったお茶は家まで持って帰りますが、保育
園児は持参しないか、持ってきても残った分は給
食前に捨てています。水筒ひとつとっても現行の
幼稚園と保育園での扱いは全く異なります。制度
が変わっても子どもたちが戸惑うことなくのびの
びと園生活を送るためには何から着手すべきなの
かを、現場のプロが子どもたちの視点に立って
はっきりと示してくれたのです。
　早速、幼稚園教諭と保育士が中心となるこども
園検討会議を設置し、幼稚園と保育園の違いを徹
底的に出し合い、細かい部分に至るまで丁寧にす
り合わせていきました。園の運営・カリキュラ
ム・給食・保健衛生の各分野について、「子ども
たちのため」を第一に議論を重ね、開園１年前に
は津市立のこども園の姿が見えてきました。
　最後まで結論が持ち越されたのは降園時刻の違
いというデリケートな問題です。給食後は、同じ
クラスのなかにお迎えの保護者とともに午後２時
に帰る子どもと午後６時まで園に残る子どもが出
てきます。対応を検討しようにも、子どもたちに
どの程度の混乱や不安が生じるのかは確認のしよ

うがありません。
　そこに、実に思い切った提案が出てきました。
すでに同年齢の幼稚園と保育園のクラスを隣り合
わせで設置していた香良洲浜っ子幼児園で、こど
も園への移行１年前から「混成クラス」を試行し
ようというのです。平成29年度、浜っ子幼児園で
は幼稚園児と保育園児がほぼ半数ずつ同じ組にな
るようにクラス編成が行われました。プレこども
園のスタートです。
　５歳児クラスはそれぞれ18名。「らいおん組」
は幼稚園教諭、「くま組」は保育士が担任です。
職員たちが緊張感を持って見守るなか、子どもた
ちの順応は早く、すぐに仲良く活動を始めまし
た。幼稚園児の降園時間になると、夕方まで残る
保育園児たちともっと遊びたくて「まだ帰りたく
ないよぅ」とせがむ子どもが出てくるほどです。
子どもの気持ちに区切りをつけることが必要だと
考えた職員たちは、午後１時すぎに新しい会を開
くことを発案します。名付けて「また明日あそぼ
うねの会」。明日へとつなぐ大切な時間を共にし
て、子どもたちは会の終わりに互いにハイタッチ
して別々の部屋へと分かれていくようになりまし
た。
　プレこども園では指導計画、行事の取り組み
方、歌や読み聞かせの絵本など細かい部分まで幼
稚園教諭と保育士とがお隣どうしコミュニケー
ションを取り合いながらクラス運営を進め、その
様子をこども園に移行する幼稚園や保育園の職員
たちが実際に見て学ぶ研修会も実施されました。
　同時に各家庭へのアンケートも実施し、それぞ
れ事情の異なる保護者の考えや思いをくみ取って
行事を工夫するなどの対応を行っています。
　開園を間近に控えた３月１日、新設のこども園
で職務に当たる職員にのみ特例的に４月１日付の
人事異動を内示しました。異例ともいえるほど早
い時期ですが、万全の体制を整えて子どもたちを
受け入れるためには通常の直前内示では間に合わ
ないという職員側からの要請を受けてのことで
す。
　90年に及ぶ「質の高い幼児教育」と「温かく包み
込むような保育」の伝統を調和・融合した津市立の
認定こども園は、入念な準備と幾多の試行錯誤を
経て、今年度からその第一歩を踏み出しました。

津市長活動日記「市長活動日記」は津市ホームページでご覧になれます

　三重県中勢沿岸流域下水道志登茂川処理区
供用開始式(志登茂川浄化センター)…３月24日
　平成９年度から県が整備を進め
てきた志登茂川浄化センターが完
成。津市北部地域の皆さまが早期に
下水道に接続できるよう公共下水
道管の布設工事を迅速に進めます。


